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は　じ　め　に
　北海道地方には、白滝、置戸、十勝、赤井川などの日
本有数の黒曜石原産地がある。これらの原産地の黒曜石
を利用した石器時代の遺物は、千島、樺太を経由してア
ジア大陸の沿海州地方にも達したとされているが、ロシ
ア領内の遺跡についての調査が進行中であることもあっ
て、最終氷期以降に大きく海況が変化した旧石器時代か
らオホーツク文化期にかけての流通経路と交易関係の解
明は、今後の課題となっている。ここで蛍光X線分析
装置（EDX）による原産地推定を行った黒曜石製遺物
は、故船木鐡太郎氏が第2次世界大戦前にサハリン
（樺太）島に教員として就任中に採集し、引き揚げの際
に青森県に持ち帰った資料のなかに含まれていたもので
ある。船木氏は昭和30年に逝去され、ご遺族はその資
料を海外に移住するにあたって弘前大学へ昭和37年に
一括寄贈された。しかし、その後、家の片付け等の際に
出てきた石器22点を、当時、青森県の黒石保健所長で
あった故大高興氏に寄贈した。故大高氏は収集した考古
資料（「風韻堂コレクション」）を、青森県立郷土館の開
館にあたり一括寄贈したため、これら22点の石器につ
いても青森県立郷土館の収蔵品となった。そのため船木
氏の収集品は、現在では弘前大学人文学部附属亀ヶ岡文
化研究センターと青森県立郷土館の収蔵品となってい
る。なお、弘前大学所蔵資料については野村崇氏らによ
り（サハリソ考古学研究会編1994）、青森県立郷土館所
蔵資料については福田友之氏らにより（福田・工藤
1993）、報告がなされている。
　黒曜石製遺物が出土した宗仁遺跡と本斗遺跡は、サハ
リン（樺太）島南端部に近い西岸に位置している（図1）。
黒曜石製遺物の時代は、宗仁遺跡出土の遺物2点が、
宗仁式・続縄文～オホーック文化期、本斗遺跡出土の遺
物2点が、オホーック文化期である（図2、表1）。
1　黒曜石製遺物
　宗仁遺跡と本斗遺跡の概要について、述べる。
　宗仁遺跡（旧本斗郡好仁村大字宗仁字宗仁）：サハリ
ン島南端部西岸にある、複数の遺跡群からなる。野村は
現地踏査を行い、1993年当時でも宗仁遺跡群（クズネ
ッォーヴォー）が戦前のまま残されているのを確認して
いる。船木コレクションでは、宗仁式土器など複数の型
式からなる土器とともに、尖頭器、削器、石斧など約
50点の石器を採取している。このうち、黒曜石製は木
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図2　宗仁遺跡・本斗遺跡出土の黒曜石製遺物
表1サハリン島出土黒曜石の一覧表
番号 遺跡名 分類 　時　期i細分時期） 所蔵者 報告文献名 刊行年 図番号 写　真 備　考
分析試料　No．
1 宗仁遺跡 石槍
宗仁式・続縄文～
Iホーック文化期
i宗仁式～東多来
ﾁ式）
青森県立
ｽ土館
青森県立郷土館
ｲ査研究年報
謔P7号
1993年149頁}4－19
　157頁
ﾊ真2－19
基部欠損・「石
ﾓ」の可能性あ AKS1－001
2 宗仁遺跡 石鎌
宗仁式・続縄文～
Iホーック文化期
i宗仁式～東多来加式） 弘前大学 樺太西海岸の考ﾃ資料 1994年
　12頁
}6－157　37頁ﾊ真5－157
先端部・基部欠
ｹ。報告書は
u尖頭器」
AHS1－001
3 本斗遺跡 削器
オホーック文化期
i十和田式・江の
Y式）
弘前大学 樺太西海岸の考ﾃ資料 1994年
26頁
}19－22
　42頁
ﾊ真13－22 AHH1－001
4 本斗遺跡 削器
オホーック文化期
i十和田式・江の
Y式）
弘前大学 樺太西海岸の考ﾃ資料 1994年
26頁
}19－23
　42頁
ﾊ真13－23 AHH1－002
の葉に近い形をした有茎タイプの石鐡（報告書では尖頭
器）1点のみである。このほかの石器の石質は、珪質頁
岩が最も多く、このほかメノウ、玄武岩、流紋岩である。
　本斗遣跡（旧本斗郡本斗町大字本斗）：旧本斗町大字
本斗には、南浜通2丁目の金比羅神社付近遺跡（南浜
町貝塚）をはじめとして、北本斗の朝鮮沢遺跡と水産会
社付近の貝塚、大通6丁目の鉄道用地内遺跡、本斗駅
東側の高台に位置する大通7丁目の桜ヶ丘遺跡、大通
8・9・10丁目の貝塚、山手通の本斗神社境内遺跡、浜
通8丁目の浜通貝塚、中通南1丁目の本斗小学校内貝
塚、中通南2丁目の鳥舞川河口右岸遺跡、南浜通1丁
目の支庁官舎裏貝塚など多数の遺跡が存在し（大坊
1926、直良1926、杉原1933、新岡・宇田川1990）、船
木氏が遺物を採集した地点を特定することは困難であ
る。船木氏が採集した土器の型式は十和田式と江の浦式
で、石器としては尖頭器が17点、削器が4点採集され
ている。黒曜石製は削器の2点のみで、このうち1点
は腹面下縁に刃部調整が行われ、1点には背面の右側縁
に刃こぼれ様の細かな剥離痕が連続して残されている。
このほかの石器の石質は、メノウ、玄武岩、珪質頁岩、
流紋岩である。
　また、青森県立郷土館の所蔵品は、宗仁遺跡では珪質
頁岩製の石鎌が2点、玉髄製の石鎌が1点、そして今
回の分析が行われた黒曜石製の石槍が1点である。本
斗遺跡では、いずれも石材は玉髄で、石錺iが1点、尖
頭器（欠損した石鎌の可能性がある）が2点である。
他の遺跡の出土品を含めた計22点の石器については、
同館の研究年報で資料紹介されている（福田・工藤
81
1993）。
　なお、宗仁式土器の時期や性格については、様々な見
解が示されてきたが、炭素年代測定では縄文時代早期後
半に相当する値が得られている（高橋2008）。
皿　蛍光X線分析について
　遺跡から出土した遺物は、通常、非破壊での測定が要
求されるため、遺物に直接X線を照射する定性（半定
量）分析が行われている。このような直接照射によって
発生する蛍光X線の強度そのものは、試料の状態や装
置の経年変化によって変動する可能性が高い。だが、特
定元素の強度同士の比、特にエネルギーの近い特性X
線を測定に利用する元素同士を採った場合は、その影響
は小さいと考えられている。そこで、測定強度比をパラ
メータとして原産地推定をする方法が行われている。
　黒曜石はケイ酸、アルミナ等を主成分とする成分的に
は均質なガラス質火山岩であるが、微量元素のRb、　Sr、
Y、Zrでは産出地ごとの組成差がより顕著となってい
る。そこで上記の4元素にK、Fe、　Mnの3元素を加
えた計7元素の強度比を組み合わせることで、産地間
の組成差から黒曜石の産地分析が行われている（望月ほ
か1994、望月1997）。これら7元素による原産地分析の
有効性は、ガラスビードを用いた定量分析によっても裏
付けられている（嶋野ほか2004）。ここでも、上記した
望月の判別方法に準拠する形をとることとし、原産地推
定のパラメータにRb分率｛Rb強度×100／（A＝Rb強
度＋Sr強度＋Y強度＋Zr強度）｝、　Sr分率（Sr強度×
100／A）、Mn強度×100／Fe強度、　log（Fe強度／K強
度）を用いて判別図を作製し、判別分析はZr分率（Zr
強度×100／A）を加えて行った。
皿1原産地推定の方法
1．判別方法
　判別図は、視覚的に分類基準が捉えられる点、および
判定基準が分かりやすいというメリットがある。また、
測定結：果の提示に際し、読者に理解しやすいという点も
有効であろう。まず、各産出地採取試料（基準試料）の
測定データを基に2種類の散布図｛Rb分率　vs　Mn×
100／Fe、　Sr分率vs　log（Fe／K）｝を作製し、各原産地
を推定するための判別域を決定した。次に遺跡出土資料
の測定結果を重ね合わせて大まかな判別を行った。基準
試料の測定強度比の平均値を附表1に示す。
　判別図や測定値の比較による原産地の推定は、測定者
ごとの恣意的な判断を完全に排除することは難しい。そ
こで、多変量解析の一つである判別分析を行った。判別
分析では、上記のパラメータを基にマハラノビス距離を
割り出し、各原産地に帰属する確率を求めた。距離と確
率とは反比例の関係にあり、遺物と各原産地の重点間の
距離が最も短い原産地（群）が第一の候補となる。なお、
分析用ソフトには明治大学文化財研究施設製；
MDR1．02を使用した。また、判別結果の参考資料とし
て、各原産地群（重点）間のマハラノビス距離を提示し
た（附表2）。
2．装置・測定条件
　蛍光X線の測定にはエネルギー分散型蛍光X線分析
装置JSX－3201（日本電子データム製）を用いた。　X線
管球はターゲットがRh（ロジウム）のエソドウインド
ウ型を使用した。管電圧は30KV、電流は抵抗が一定と
なるよう自動設定とした。X線検出器はSi（ケイ素）／
Li（リチウム）半導体検出器を使用した。試料室内の状
態は真空雰囲気下とし、X線照射面径は20　mmとし
た。測定時間は、産出地採取原石が600sec、遺跡出土
資料が300secである。測定元素は、主成分元素はケイ
素（Si）、チタソ（Ti）、アルミニウム（A1）、鉄（Fe）、
マンガソ（Mn）、マグネシウム（Mg）、カルシウム
（Ca）、ナトリウム（Na）、カリウム（K）の計9元素、
微量元素はルビジウム（Rb）ストロソチウム（Sr）、イ
ットリウム（Y）、ジルコニウム（Zr）の計4元素の合
計13元素とした。また、X線データ解析ソフトには、
明治大学文化財研究施設製；X－JSN－1．03を使用した。
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図3　北海道地方における石器時代の黒曜石原産地
（こ）赤石山系
L。．♪十勝石沢系
図4　白滝地区における黒曜石原産地
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3．黒曜石原産地の設定
　北海道地方における黒曜石原産地で採取した黒曜石原
石について蛍光X線による元素分析（定性分析）を行
い、原産地判別図を作成した。ここでは「名寄地区」
（原産地判別図では、名寄系Aと名寄系B（朝日川産）
に分かれる）、「白滝地区」（赤石山系と「梨肌状」黒曜
石の十勝石沢系に分かれる）、「社名淵地区」、「生田原地
区」、「置戸地区」（置戸山系と所山系に分かれる）、「ケ
ショマップ地区」、「旭川・滝川地区」、「十勝地区」（上
±幌系と美蔓系A・Bに分かれる。ただし上士幌系と美
蔓系Aは、産出地が異なるが、主要元素の化学組成が
酷似していて、判別分析による識別が不可能であること
から、上士幌・美蔓系Aとして一括する）、「赤井川地
区」、「豊浦地区」の10地区を原産地とした（図3・4）。
］V　原産地推定の結果
　サハリソ島内遺跡出土の黒曜石製遺物の原産地推定の
結果、すべて北海道の白滝地区で、このうち赤石山系が
3点、十勝石沢系が1点であった。遺跡別では宗仁遺跡
の石鎌（報告書では尖頭器）1点が十勝石沢系、石槍
（石鎌の可能性もある）1点が赤石山系であり、本斗遺
跡では削器2点がすべて赤石山系であった（図5－1・2、
表2）。
V　考
?
1．サハリン（樺太）島における原産地推定
　白滝地区の黒曜石は、旧石器時代では道内各地で、縄
文時代に入ると本州北部でも認められるようになり、な
かでも青森県、三内丸山遺跡（藁科2000b・2005；杉
原・鈴木2005）で発見されていることはよく知られて
いる。北海道本土北端に近い利尻島（山谷2006；和田
ほか2006）や礼文島（戸村ほか2003）でも縄文時代遺
跡から、白滝地区産の黒曜石製遺物は出土している。
　サハリソ（樺太）島出土の黒曜石製遺物の原産地推定
は、輿水・野村（1990）がフィッショソ・トラック年
代とウラソ濃度を併用した方法により、旧石器時代の
ドーリンスクエ遺跡（13，000～12，000年前）では白滝
（地区）産、新石器時代のザバトナヤ遺跡（3，000～
4，000年前）では白滝（地区）産2点、置戸（地区）産
が報告されたのが初めである。その後、木村（1995）
はフィッショソ・トラック法と中性子放射化分析法によ
り、ソコル遺跡とドリンスク（タコエ）遺跡において、
白滝産の黒曜石が利用されていることを明らかにした。
また、佐藤ほか（2002）は、サハリソ（樺太）各地で
旧石器時代を5遺跡、新石器時代を20遺跡、初期鉄器
時代を9遺跡について、機器中性子放射化分析法によ
る原産地推定を行い、白滝地区の赤石山・幌加沢産と幌
加沢・八号沢・アジサイの滝産は、旧石器時代から初期
鉄器時代を通じて利用されているが、置戸産は新石器時
代以降の利用に限られるとしている。Kuzmin　and　Glas－
cock（2007）は、さらにサハリソ島内の58遺跡を分析
対象とし、旧石器時代には白滝産が最も多く次いで置戸
産が認められ、新石器時代には、これに赤井川産が加わ
り、初期鉄器時代には置戸産の利用率が高くなる傾向が
認められるとある。また初期鉄器時代には白滝産のなか
でも石器石材として劣る「梨肌状黒曜石」（十勝石沢系）
を多用している。いずれにしても北海道地方から産出す
る黒曜石はサハリン島北端にまで達したと考えられた。
木村英明氏の依頼を受けて本学の文化財研究施設でも蛍
光X線分析装置による原産地推定を行ったところ、サ
ハリソ・アゴンキ5遺跡（旧石器時代）における黒曜
石製遺物の原産地推定では、白滝地区赤石山系と僅かの
十勝石沢系が、また南サハリン表採試料（主にオホーツ
ク文化期）では、置戸地区所山系が、白滝地区赤石山系
と十勝石沢系、名寄地区名寄系が認められている（明治
大学古文化財研究所2008）。
　このように、サハリソ（樺太）における先史時代にお
ける石器や石材の伝播・流通関係については、次第に
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表2　サハリン島出土黒曜石の原産地推定結果
試料No． Rb分率Sr分率Zr分率Mn×100／FeLo9（Fe／K）候補1 確率 距離 候補2 確率 距離
AKS1－00145．028913．180022．20883．5872 0．1933赤石山系 0．994610．4763上士幌・美蔓系A α012092
AHS1－00151．91505．697820．02014．4971 0．1895十勝石沢系 1．000049454赤石山系 0．0076．74
AHH1－00146．43878．018322．48373．6844 0．2111赤石山系 1．000011．6689十勝石沢系 0．0044．62
AHH1－00245．698910．523724．37263．4390 0．2089赤石山系 1．00003．9132上士幌・美蔓系A 0．0039．89
データが集積されてきている。
　今回原産地推定を行った方法は、これまで北海道で行
われることの多かったフィッション・トラック法、機器
中性子放射化分析法に比較してはるかに安価（機器購入
の際には費用が必要）であり、測定時間も短い。今後は
蛍光X線分析装置（EDX）による原産地推定のデータ
を集積するとともに、プリモスキー（沿海）地方や北方
諸島における考古遺跡の国際的な調査が必要となろう。
　このうち、フィッション・トラック法、機器中性子放
射化分析法のいずれも、遺物の破壊を必要とすること、
測定試料が放射化されること、分析装置が大掛かりで多
大の費用と時間がかることから、原産地推定に必ずしも
相応しい方法とは言えない（杉原・小林2008）。
　今回、船木鐵太郎コレクショソの黒曜石製遺物につい
て、蛍光X線分析装置（EDX）による原産地推定を行
ったところ、すべて白滝地区産であった。
2．黒曜石の伝播経路
　宗仁遺跡と本斗遣跡はともに、白滝地区の黒曜石原産
地から、直線距離にして250～300kmある。
　最終氷期（酸素同位体ステージ2）において、北海道
とサハリソ島南部との間の宗谷海峡、サハリソ北西部と
アジア大陸との間の間宮海峡には陸橋が形成されて、北
海道から沿海州地方とは900～1，000kmに及ぶ陸上の通
路が成立し、この通路を伝わり人類（ホモ・サピエンス）
と動物の移動が行われたと考えられている。しかし、石
器時代における運搬経路として、石材やその加工品など
を運搬対象にした場合、海路または海岸沿いのルート、
あるいは河川伝いのルートが利用されたのではないだろ
うか。最終氷期の海面低下期において、陸橋が形成さ
れ、陸地の面積の拡大することによって、確かに人類や
大型動物の移動を可能にした。だが、起伏のある陸上地
形は、物資の移動にとってむしろ障害となったと考えら
れる。その後の後氷期には、海面上昇により、北海道・
サハリソ島は大陸と分離したが、このことが、かえって
海上ルートを利用した黒曜石の流通を盛んにしたと考え
られる。このため、サハリン島における遺跡は、内陸地
帯より海岸沿いの地帯に多く分布しているように見える。
　宗仁遺跡の遺物は宗仁式・続縄文～オホーツク文化
期、本斗遺跡はオホーック文化期で、いずれも海面上昇
によりサハリン（樺太）島と北海道本土との間には宗谷
海峡が広がり、現在とほぼ同じ海況にあったと考えられ
る。海氷の到来する冬季は別として、大陸と北海道本土
との間の黒曜石交易の回廊であったサハリソ（樺太）島
と沿岸海域は現在よりも盛んに「人」と「物」の流通が
舟や筏を使用して行われたであろう。
あ　と　が　き
　これまでは、海域や海峡の存在は石器時代における交
易関係に障害となったとする考えが支配的であり、陸橋
の成立が「人」と「物」の移動を促進したとする考えが
大勢である。日本列島に人類が始めて渡来したのは、酸
素同位体ステージ3期で、この時期は最終氷期の最海
面低下期以前にあたる。すでに30，000年前の旧石器時代
において、伊豆諸島神津島の黒曜石が約60kmの海域を
越えて本土に搬入されていることや、その後の伊豆諸島
と本土との交易関係からみて（杉原・小林2008）、海域
の拡大が、むしろ流通経路や流通圏の拡大を促したので
はないか。
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